
（別紙４）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） （回答者数） 1

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） （回答者数） 1

～ 2026年　1月　31日

（対象数） （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

より訪問先に訪問支援の意図が伝わるように、書面の書き方

の工夫を行う。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保育所等訪問支援の意図の伝え方を工夫したい。

2

3

○事業所名 こども療育センター結

○保護者評価実施期間 2026年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　1月　10日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問の意図を確実に伝えきれていないのではないか。 保育所等訪問支援自体が訪問先にとって億劫なものになってい

るケースもあり、支援開始まで時間がかかったり連携まで至ら

なかったりすることもある。

それぞれの園の方針に沿って、対象児童に必要な支援を一緒に

考えて直接、間接的に提供できること

訪問先の方針や先生方の思いを受容し共感し、理解した上

で、子どもの権利条約に基づいて、特性理解と対応方法を考え

ることに努めている。

事業所における自己評価総括表公表


